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 要  旨 
 
品質を改善するために，伝統的に PDCA サイクルや CAPD サイクルが使われてきた。この 2
つのサイクルを Tsubaki，Kakuta and Sun(2005)は，学習型 PDCA及び CAPDサイクルに拡張
させ，椿・小林・久保田(2010)では，その定義の改良を行っている。 
しかし，学習型 PDCA，CAPDサイクルを用いても成果が表れない学生もいるのが現状である。
先行研究では，学習過程が記述されたテキストデータから，2 つのサイクルの特徴やサイクルと
成果の関係を解析している(久保田・椿(2008)，椿・小林・久保田(2010)等)。しかし，先行研究は
学生が成果を挙げたかどうかの他者評価はしているが，サイクルをどのように廻しているかの他
者評価はしていなかった。 
そこで，本研究では，テキストマイニングを行うと共に，サイクルの廻し方の評価基準を検討
し，実際に複数の評価者により，学生がどのようにサイクルを廻しているかを評価し，学生のサ
イクルの廻し方の問題点や成果との関係を詳細に分析した。 
その結果，まず，テキストマイニングにより，CAPD サイクルを用いて成果を挙げた学生の
Do成分のテキストに，共通して出現する単語を特定することができた。さらに，サイクルの廻し
方の他者評価を分析することで，サイクルの廻し方に改善の余地がある学生が多く存在すること
を示した。また，グラフィカルモデリングを用いて，「目標」，「実力」，「成果」を考慮したサイク
ル成分の関係を示すことができ，PDCAサイクルでは， Checkで実行したことに対して検証し，
目標に対する効果の確認ができている人ほど Actで改善活動を行っている傾向が確認でき，正し
くサイクルを廻している学生は，Checkを踏まえ Actを適切に機能させていたと考えられる。ま
た，CAPDサイクルでは，Check1の「テーマを絞らず，現状把握をしている 」と Planの「Act1
に基づいた適切な目標を立てている 」に正の相関があり，Check1で広範囲に現状把握をするこ
とは，Planで適切な目標を設定するために活かされていることが確認できた。そして，学習者の
共変量を含めた重回帰分析により，両サイクル共に Plan 通りに実行した学生が成果を挙げたこ
とが分かった。また，PDCAサイクルでは，自己効力感に影響がある共変量や学習者の目標に対
する認識が成果に関係があること，CAPDサイクルでは，真面目さあるいは内向的かに関与する
共変量や学習者の実力が成果に関係していたことが分かった。 
 
